
 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長  竹田 安路 

「１月は行く ２月は逃げる ３月は去る」と申します。気づけばも

う２月も終わり。卒業式までの登校日数が、残り１２日となりました。

学校では巣立っていく卒業生に感謝の気持ちを表す活動や６年生の

卒業に向けた取組、そして様々な次年度の準備も始まっています。 

２月２６日、インフルエンザの流行により延期となっていたたくま

バンドの移杖式が行われました。５，６年生の最後の発表は、聞いて

いる方々の心に響くとても素晴らしい演奏・演技でした。特に、６年

生一人一人の瞳の奥には、これまで頑張ってきた集大成として、堂々と発表するぞ！とい

う気持ちと、今までお世話になった諸先輩や先生方に感謝する気持ちを感じることができ

ました。受け継いできた伝統が次の学年にしっかりと引き継がれ、新たなスタートを切る

ことができました。 

たくまバンドについて調べてみますと、正確にいつから始まったのかを知らせるものは

探すことはできませんでしたが、昭和４０年に鼓笛隊（※たくまバンドの前身）用の新し

い楽器を購入したという記述がありました。今から６１年前です。ですから活動が始まっ

たのは、それよりももっと前ということになります。６０年以上も、毎年毎年、次の学年

へ、そのまた次の学年へと大事に大事に、脈々と受け継がれてきたのです。その歴史の深

さと伝統の重みを感じずにはいられません。また、今使用している様々な楽器は、地域の

皆様より頂戴した学校後援会費より購入、管理、修繕をさせていただいております。地域

の皆様の期待や願いが込められていることも決して忘れてはいけません。 

伝統を受け継ぎ、守るとは、単に演奏・演技という形だけが残っている事ではないと考

えます。たくまバンドを通して培われる、集団美、協調性、学校愛など、その背景にある意

味、価値観を理解し継承していくことが大切なことではないかと思います。そして、子供

たちが大人になった時、自分もたくまバンド頑張っていたんだなあ、たくまバンドが残っ

ていてうれしいなあ、自分もそのことに一役買っていたんだなあと、いわゆる自己肯定感

や自己存在感、自己有用感のようなものが感じられたら、最高に素敵なことだと思います。 

たくまバンドを継続していくには、児童数の減少や練習時間の確保、専門的知識や経験

を備えた指導者の協力など、解決すべき課題が山積していることは事実です。しかし、受

け継いだこのたくまバンドを楽しみにしている保護者や地域の方々

がたくさんおられます。町内小学校で唯一活動している存在意義に誇

りをもち、荒砥小の自慢として、たくまっ子の笑顔と元気、エネルギ

ーを地域の皆様にお届けすることができるよう、引き続き邁進してま

いります。変わらぬお力添えをよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

↑ 本校のホーム 

ページにジャンプ

します。 



               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度計画されておりました学校運営協議会がすべて終了しました。委員の皆様からは、
「今年度の学校経営」並びに「来年度の経営の構想」等、全会一致でご承認をいただきま
した。ありがとうございました。ご多忙の中、よりよい学校づくりのために、確かなお導
きをしてくださいましたことに厚く御礼申し上げますとともに、「地域総がかり」で、未来
を担う子ども達の成長のために、今後一層のご理解とご支援を賜りますよう重ねてお願い
申し上げます。 

今年度も、たくさんの保護者並びに地域の皆様に、本校教育活

動にご理解とご協力を賜りました。この場をお借りし、厚く御礼

申し上げます。人の温かさや本物に触れる貴重な体験等を通し、

ふるさと「白鷹」に対する誇りや憧れ等の郷土愛の育成に繋がりました。今後ともどうぞよろしく

お願いいたします。 

 

 

 

 

木  

３日（火）卒業式歌練習 

５日（木）６年生を送る会 

６日（金）通学班会 

７日（土）愛真こども園、よつばこども園卒園式  

１０日（火）児童会代表委員会 

１１日（水）卒業式歌練習 

 

 

  

 
 

１２日（木）卒業式練習 

１３日（金）卒業式練習 卒業式歌練習 

      ４・５年生オンライン交流会（埼玉県の小学校と） 

１４日（土）白鷹中学校卒業式  

１６日（月）卒業式練習 ペットボトルキャップ贈呈式 

１７日（火）修了式 卒業式練習 卒業式前日準備  

１８日（水）卒業証書授与式 

１９日（木）年度末休業（～4/6） 

２０日（金）（祝）春分の日 

  

 

 

                              
 

２月２７日（金）、児童会の引き継ぎ式が行われました。今年度の専門委員 
長から次年度の委員長へ、代々受け継がれてきた委員会ファイルが手渡され 
ました。現委員長からは、一年間の取組や成果を、新委員長からは、次年度の 
活動に向けた決意が述べられました。最後まで堂々とした態度で臨む６年生、 
その姿を真剣なまなざしで見つめる１～５年生。厳かな中にも、やる気がみ 
なぎる素晴らしい会になりました。６年生、お疲れ様！５年生、よろしくお願いします！ 

  

児童会引き継ぎ式終わる！ 

児童会引き継ぎ式 計画委員長あいさつ           ６年 松田 維織 
今年度は「協力し合い、元気、本気でチャレンジするたくまっ子」のスローガンを児童会総会で確

認し、各委員会がこのスローガンに沿って、荒砥小学校がより良い学校になるように活動してきまし
た。また、スローガン達成に向けて、「あいさつ」「チャレンジ」「思いやり」の三つの重点をおいて活
動してきました。 
 「あいさつ」については、計画委員会が朝のあいさつ運動やレベルアップウィーク、集会委員会の
朝会の運営などを通して、様々な場面で働きかけました。あいさつの合言葉を提示し、全校生で荒砥
小の自慢になるように、今後も取り組んでほしいと思います。 
 「チャレンジ」については、図書委員会の読書祭り、健康委員会のペロリン週間、体育委員会の大
縄跳び大会などの活動を通して、個人としても、クラスとしてもたくさんのことにチャレンジできま
した。苦手なことにもみんなでチャレンジしてみる大切さを学べたと思います。 
 「思いやり」については、ボランティア委員会が中心となって空き缶回収と贈呈式を行い、誰かの
ためになることを自分から率先してする活動をリードしてくれました。また、放送委員会も、毎日の
放送に加え、誕生日の友達や一年生、先生方、卒業生の紹介を通して、荒砥小学校で生活するみんな
のつながりを作ってくれました。 
 この一年間居心地のいい学校生活にするために、各委員会でスローガンに基づいた活動をするとと
もに、代表委員会にもご協力いただきました。来年度も荒砥小や地域の皆さんのためになる活動を児
童会全体で考えて実行していってほしいと思います。一年間児童会の活動にご協力ありがとうござい
ました。 
 

ご協力いただきました皆様：畑の先生、紅花の先生、町めぐりでお世話になりました先生、お米の先生、家庭科

の先生、クラブ活動の先生、読み聞かせ・ストーリーテリングの先生、スキー学習の先生、図書ボランティアの

先生、清掃ボランティアの先生、その他学校行事等へ参加してくださった皆様、学校運営協議会委員の皆様 

※順不同で記載させていただきました。 


